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機
能
性
デ
ィ
ス
ぺ
プ
シ
ア
　

●
日
本
脳
炎
予
防
接
種
に
つ
い
て

　

平
成
７
年
９
月
１
日
〜
１９
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方
は
、
２０
歳
に
な
る

誕
生
日
の
前
日
ま
で
日
本
脳
炎
の
定

期
予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
母

子
健
康
手
帳
で
不
足
回
数
を
確
認

し
、
お
受
け
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
小
学
４
年
生
以
上
で
第
１

期
の
追
加
接
種
ま
で
お
済
み
の
方

は
、
第
２
期
の
接
種
が
受
け
ら
れ
ま

す
。
第
２
期
は
、
第
１
期
追
加
接
種

後
５
年
程
間
隔
を
あ
け
て
接
種
す
る

と
効
果
的
で
す
。
第
２
期
の
予
診
票

は
母
子
健
康
手
帳
を
お
手
元
に
ご
用

意
の
う
え
、
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
申
請

し
て
く
だ
さ
い
。
７
年
９
月
１
日
〜

１０
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
の
第
２

期
の
予
診
票
は
、
市
内
実
施
医
療
機

関
に
あ
り
ま
す
。

●
麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種

　
（
２
期
）

　

平
成
２１
年
４
月
２
日
〜
２２
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方
は
、
麻
し
ん
風
し

ん
第
２
期
予
防
接
種
の
対
象
で
す
。

　

４
月
上
旬
に
個
別
通
知
を
発
送
し

て
い
ま
す
。
同
封
の
予
診
票
と
母
子

健
康
手
帳
を
お
持
ち
の
う
え
、
流
行

防
止
と
予
防
の
た
め
、
な
る
べ
く
早

め
に
お
受
け
く
だ
さ
い
。
公
費
で
受

け
ら
れ
る
期
間
は
、
平
成
２８
年
３
月

３１
日
㈭
ま
で
で
す
。

●
予
防
接
種
実
施
医
療
機
関
変
更
の

　

お
知
ら
せ

　

蒲
生
東
診
療
所
は
、
今
年
度
は
定

期
予
防
接
種
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

□
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

a
１０
月
７
日
㈬
、
午
後
２
時
〜
３
時

３０
分　

d
中
央
市
民
会
館
５
階　

g

認
知
症
の
正
し
い
知
識
や
認
知
症
の

方
と
接
す
る
と
き
の
心
構
え
な
ど　

f
市
内
在
住
の
方
５０
人　

e
９
月
１８

日
㈮
ま
で
に
左
記
へ　

b
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
☎
９
６
７
＝
４
３
１

１

　

み
な
さ
ん
は
、
今
ま
で
に
胃
の

具
合
が
悪
く
て
病
院
を
受
診
し
、

慢
性
胃
炎
や
胃
潰
瘍
な
ど
の
診
断

を
受
け
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？　

胃
炎
や
胃
潰
瘍
は
、
胃
の

粘
膜
の
炎
症
や
傷
の
た
め
に
何
ら

か
の
自
覚
症
状
が
お
き
る
病
気
で

す
。
臓
器
そ
の
も
の
の
障
が
い
が

原
因
で
す
。
し
か
し
中
に
は
、
症

状
は
あ
る
の
に
内
視
鏡
検
査
な
ど

を
行
っ
て
も
胃
そ
の
も
の
に
は
異

常
が
見
つ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
「
機
能
性
デ
ィ
ス

ぺ
プ
シ
ア
」
と
い
う
病
気
で
す
。

「
機
能
」
と
は
臓
器
や
器
官
な
ど

の
働
き
（
運
動
機
能
）
の
こ
と
で

あ
り
、
「
デ
ィ
ス
ぺ
プ
シ
ア
」
と

は
消
化
不
良
の
こ
と
で
す
。

　

胃
に
は
３
つ
の
運
動
機
能
が
あ

り
ま
す
。
食
べ
物
が
胃
に
入
る
と

胃
が
広
が
り
食
べ
物
を
貯
え
ま
す

（
貯
留
能
）
。
そ
の
後
、
芋
虫
の

よ
う
に
動
く
蠕
動
運
動
に
よ
り
、

食
べ
物
と
胃
液
を
混
ぜ
合
わ
せ
ま

す
（
攪
拌
能
）
。
さ
ら
に
、
消
化

し
て
粥
状
に
な
っ
た
食
べ
物
を
十

二
指
腸
に
送
り
出
し
ま
す
（
排
出

能
）
。
こ
の
い
ず
れ
か
の
働
き
に

障
が
い
が
起
こ
る
こ
と
で
「
機
能

性
デ
ィ
ス
ぺ
プ
シ
ア
」
を
発
症
す

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
よ
く
み

ら
れ
る
症
状
は
、
食
後
の
も
た
れ

感
、
み
ぞ
お
ち
の
痛
み
や
焼
け
る

感
じ
、
食
事
開
始
後
す
ぐ
お
腹
が

い
っ
ぱ
い
に
な
る
感
じ
な
ど
で

す
。
し
か
し
、
症
状
だ
け
で
は
胃

の
粘
膜
そ
の
も
の
に
障
が
い
が
あ

る
胃
炎
や
胃
潰
瘍
と
の
区
別
は
難

し
く
、
正
し
く
診
断
す
る
に
は
内

視
鏡
検
査
が
必
要
で
す
。

　

治
療
は
、
胃
の
運
動
機
能
を
改

善
す
る
た
め
の
生
活
習
慣
の
指
導

と
薬
物
療
法
で
す
。
規
則
正
し
い

生
活
を
心
が
け
、
ス
ト
レ
ス
を
た

め
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。
食
事

は
、
１
日
３
食
規
則
正
し
く
摂
取

し
、
ゆ
っ
く
り
よ
く
噛
ん
で
食
べ

る
こ
と
が
大
事
で
す
。
薬
物
療
法

は
、
消
化
管
運
動
改
善
薬
、
胃
酸

分
泌
抑
制
薬
、
抗
う
つ
・
抗
不
安

薬
、
漢
方
薬
な
ど
い
ろ
い
ろ
あ

り
、
患
者
さ
ん
そ
れ
ぞ
れ
の
症
状

に
合
わ
せ
た
処
方
と
な
り
ま
す
。

　

「
機
能
性
デ
ィ
ス
ぺ
プ
シ
ア
」

は
、
治
療
を
す
れ
ば
不
快
な
症
状

が
改
善
さ
れ
、
食
事
も
お
い
し
く

食
べ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
快
適
な

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
何
か
気
に
な
る
胃

の
症
状
が
あ
り
ま
し
た
ら
我
慢
し

て
い
な
い
で
医
師
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　

◆
応
急
手
当
講
習
会

　
（
普
通
救
命
Ⅲ
）

a
９
月
２７
日
㈰
、
午
後
１
時
３０
分

〜
４
時
３０
分　

d
消
防
本
庁
舎　

g
主
に
乳
児
・
小
児
に
対
す
る
心

肺
蘇
生
法
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
を
含
む
） 

　

f
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の

中
学
生
以
上
の
方
３０
人　

h
無
料

　

e
９
月
１
日
㈫
〜
１４
日
㈪
に
左

記
へ　

b
消
防
署
☎
９
７
４
＝
０

１
３
６

◆
危
険
物
取
扱
者
試
験

　

準
備
講
習
会・乙
種
第
４
類

a
１０
月
３１
日
㈯
・
１１
月
１
日
㈰　

d
春
日
部
市
市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

　

h
一
般
６
８
０
０
円
、
越
谷
市

防
火
安
全
協
会
会
員
お
よ
び
学
生

５
８
０
０
円
。
テ
キ
ス
ト
代
別
途

　

e
９
月
２８
日
㈪
〜
１０
月
２３
日
㈮

（
土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
）
に
左
記
へ　

b
消
防
本
部
予

防
課
☎
９
７
４
＝
０
１
０
３

◆
住
宅
用
火
災
警
報
器
を

　

早
急
に
設
置
し
ま
し
ょ
う

　

市
で
は
、
全
て
の
住
宅
に
住
宅

用
火
災
警
報
器
の
設
置
を
条
例
で

義
務
付
け
て
い
ま
す
。
就
寝
中
に

発
生
し
た
火
災
を
早
期
に
検
知
で

き
る
よ
う
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

は
、
各
寝
室
と
、
煙
が
集
ま
り
や

す
く
避
難
経
路
と
な
る
階
段
に
設

置
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
す
で
に
警
報
機
が
設
置

し
て
あ
る
場
合
は
、
正
常
に
作
動

す
る
か
を
確
認
す
る
た
め
、
点
検

ボ
タ
ン
を
押
す
な
ど
定
期
点
検
を

実
施
し
ま
し
ょ
う
。

〈
点
検
の
ポ
イ
ン
ト
〉

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
に
ホ
コ
リ

が
付
く
と
、
煙
を
感
知
し
に
く

く
な
り
ま
す
。
油
な
ど
の
汚
れ

が
付
い
て
い
る
部
分
は
、
家
庭

用
中
性
洗
剤
を
浸
し
て
、
十
分

に
絞
っ
た
布
で
定
期
的
に
軽
く

ふ
き
取
り
ま
し
ょ
う

・
電
池
が
切
れ
た
場
合
、
音
声
で

お
知
ら
せ
す
る
タ
イ
プ
や
、
ピ

ッ
ピ
ッ
と
短
い
音
が
一
定
の
間

隔
で
鳴
る
タ
イ
プ
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
電
池
切
れ
の
場
合
は
、

機
器
本
体
を
交
換
す
る
か
、
電

池
を
新
し
い
も
の
に
交
換
し
て

く
だ
さ
い

・
設
置
か
ら
１０
年
以
上
経
過
し
て

い
る
場
合
、
内
部
の
電
子
機
器

の
劣
化
が
進
ん
で
い
る
お
そ
れ

が
あ
る
た
め
、
本
体
の
交
換
を

お
す
す
め
し
ま
す
。
ま
た
、
機

種
に
よ
っ
て
は
電
池
の
交
換
が

で
き
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
の

で
、
説
明
書
な
ど
で
確
認
し
て

く
だ
さ
い

b
消
防
本
部
予
防
課
☎
９
７
４
＝

０
１
０
３

　

テ
ー
マ
は
『
超
高
齢
社
会
を
健

康
に
過
ご
す
為
の
講
座
』
〜
明
る

く
・
楽
し
く
・
い
き
い
き
と
〜

　　

高
齢
期
に
か
か
り
や
す
い
疾
患

の
最
新
治
療
等
に
つ
い
て
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

a
１１
月
１
日
㈰
、
午
後
１
時
開

場
、
１
時
３０
分
開
演　

d
中
央
市

民
会
館
劇
場　

g
①
現
状
報
告

「
越
谷
市
の
高
齢
化
の
現
状
」
越

谷
市
福
祉
部
介
護
保
険
課　

②
テ

ー
マ
別
講
演
「
加
齢
黄
斑
変
性
に

つ
い
て
」
帝
京
大
学
市
原
病
院
眼

科
元
教
授
水
野
谷
智
さ
ん　

③

「
脳
卒
中
に
な
ら
な
い
た
め
に
」

越
谷
市
立
病
院
長
丸
木
親　

④

「
健
康
長
寿
の
為
の
生
活
習
慣
病

対
策
」
東
京
医
科
歯
科
大
学
老
年

病
内
科
教
授
下
門
顕
太
郎
さ
ん　

f
３
３
２
人　

e
当
日
会
場
へ

（
午
後
１
時
か
ら
受
付
）　

h
無

料　

b
越
谷
市
医
師
会
☎
９
７
５

＝
６
０
０
８
、
市
民
健
康
課
☎
９

７
８
＝
３
５
１
１

市
民
と
医
師
の

　
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

市
民
と
医
師
の

　
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

９
月
は
が
ん
征
圧
月
間

で
す
。

予

予
防
接
種

　

市
で
は
、
特
定
不
妊
治
療
（
体

外
受
精
お
よ
び
顕
微
授
精
）
を
行

う
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
保
険
適

用
外
の
男
性
不
妊
治
療
（
手
術
）

を
行
っ
た
方
に
対
し
、
次
の
と
お

り
、
治
療
費
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。

〈
助
成
対
象
〉　

平
成
２７
年
４
月
１

日
か
ら
。
原
則
、
特
定
不
妊
治
療

費
の
助
成
と
同
時
申
請
で
す

＊
申
請
方
法
や
助
成
内
容
な
ど
詳

し
く
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認

く
だ
さ
い

b
保
健
セ
ン
タ
ー
☎
９
７
８
＝
３

５
１
１

男
性
不
妊
治
療
費
の

　
一
部
助
成
を
開
始
し
ま
す

男
性
不
妊
治
療
費
の

　
一
部
助
成
を
開
始
し
ま
す

が
ん
検
診
を

受
診
し
ま
し
ょ
う
。

第18回手
話
通
訳・要
約
筆
記
あ
り

消
防
署
か
ら
の

　
　
　
　
お
知
ら
せ


